




















都城市議会議長 様 
                          令和５年 5 月 26 日 

榎木 智幸 

研 修 報 告 書 
以下のとおり研修の報告をいたします。 
１，所属会派名 令和創生 
２，研修名「第 15 回 2023 年度日本自治創造学会研究大会」 

     ＜ＤＸ時代の地方創生～自治力を高める＞ 
３，受講場所 東京 明治大学アカデミーコモン棟 3 階 アカデミーホール 
４，受講期間 

 令和 5 年 5 月 24 日（水）～令和 5 年 5 月 25 日（木） 
５，研修内容 

24 日  
理事長穂坂邦夫理事長挨拶→益一哉（東京工業大学学長）＜ＤＸ時代の日本の原動

力を考える＞講演→石川雄章（株・べイシスコンサルティング社長・北海道大学客員

教授）＜社会インフラ管理の重要性と人材育成＞講演→田村琢実（埼玉県議会議員・

元議長）＜新たな議会の挑戦～議員政策条例の推進～＞事例発表→清水聖義（群馬県

太田市長）＜教育と音楽とスポーツの個性あるまちづくり＞自治体事例発表→宮元陸

（石川県加賀市長）＜スマートシティの新たな挑戦＞自治体事例発表→中村一郎（岩

手県盛岡市副市長）＜ひと・まち・未来が輝き 世界に繋がるまち＞自治体事例発表 
25 日 

渡部 晶（財務省大臣官房政策立案総括審議官）＜地域の活性化と組織の自立・連

携＞講演→奥 正親（岡山県奈義町長）＜出生率 2.95 人口維持のまちづくり～町全体

での子育て～＞講演 
６，研修の感想 

ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）デジタル技術を社会に浸透させ人々の暮

らしをより良いものへと変革することを目指す時代の到来で私たちの暮らし社会が大

きく動き出しているがその動きに人材が育っていない。少子高齢化・人口減少のこれ

からの日本でＤＸの技術革新とともにそれを使っていく人材の心の育成が大切と感じ

た。奈義町長は「少子化対策は最大の高齢者福祉」と捉えて活動されており、デジタ

ル化でさらに住民サービスを充実させ出生率につなげたいとのこと親の負担をなるだ

け住民とともに支えてあげるシステムに感銘を受けた。太田市長の講演で、これから

さらに国際化が進み日本人の英語力の向上、子どもたちへの国際感覚を身に着ける教

育の重要性も強く感じた。田村氏の議員政策条例の取り組みはよく理解でき実際に現

場で動いて実践してきた市長たちの事例や講演は実践してきたことであり心から住民



のためのまちづくりへの意欲を感じた。 
７，研修の成果及び市政への反映 

 都城市でも池田市長を中心にデジタル化が進んでおり、マイナンバーカードなどで

の行政サービスの一元化が図られＤＸへの変革を期待したい。また、中山間地域の暮

らしをデジタル社会でどのように利便性を高めていくのかまずは市民に将来像を示し

てほしい、そうした中で専門的な人材育成を行い市民への普及をおこなっていただき

たい。議会においても、本市の課題をしっかりくみ上げ議員政策や条例づくりに結び

つける行動が必要である。少子化対策では、講演を聞いていても本市の取り組みも他

市に負けておらずふるさと納税を使った市長の決断は良い方向に行くと思う。自然を

生かしたまちづくりの講演があり、本市でも自然環境にさらに磨きをかけて住みたく

なる都城をめざしてほしい。 
８，添付資料 

     
 
             

   
 

   
 
 
 



   
 

   
 

   
 

   
 

   
 

   
 



   
 

  


























